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審議会等議事概要

平成30年度 第２回 滝川市地域包括支援センター運営協議会 議事概要

日 時 平成30年12月10日（月曜日）午後６時00分～午後７時14分

開催場所 滝川市役所 ５階 庁議室

出席者

男澤伸一会長、池田吉隆副会長、原岡研二委員、奥田亜貴委員、佐々木哲委員、

鈴木弘子委員、深村完市委員、窪之内美知代委員、橘 弘恭委員

事務局：國嶋保健福祉部長、黒川介護福祉課長（兼地域包括支援センター所長）、

土橋同課長補佐、木村同課介護保険係長、相澤地域包括支援センター副所

長、加地同センター介護支援係長

議 事

１ 開会

２ 会長挨拶

３ 議事

(１) 平成30年４月～９月滝川市地域包括支援センター活動報告について

事務局）資料に基づき説明を行った。

委 員）資料３ページの４.(５)生活支援体制整備事業について、生活支援コーデ

ィネーターの活動状況をみると、昨年の２倍くらいの活動となっており、大

変ご苦労されているように感じるが、地域団体交流会共生型の欄で今年度の

実績が０件となっているのは、下半期に活動される予定があるのか。また、

その他の欄で活動が115件となっているが、その他とは具体的にどのような

活動をなされているのか。

さらに、資料５ページの６．(５)高齢者虐待の相談支援について、４件と

報告されているが、どのような種類の虐待であったのか。また、警察からの

連絡が多いとのことだが、施設からの通報はどうか。

事務局）地域団体交流会共生型の活動については、第一層協議体に参加していただ

いている障害施設の方に対する活動を今後予定している。その他について

は、健康づくり課の事業も含めいろいろな研修会など住民の方が集まる場で

あったり、介護者サロンの場など、様々なところにお邪魔させていただいて

いるが、そのような大きな分類とならない場への活動となっている。

虐待については、認知機能低下に伴う身体的虐待が多い。また、本市にお

いては施設からの通報はなく、全て在宅の案件となっている。

委 員）資料１ページの１.(３)相談者区分の中に、警察という区分があるが、こ

れは警察から相談が来るということか。

事務局）例えば、警察に通報があった場合に、物がなくなったり人がいなくなった

との訴えだがどうも話に現実味がなく妄想ではないかと疑われるような場合

に、地域包括支援センターで認知症関連の対応を行っている方かどうかとの
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問合せがくるというような事例もある。

委 員）資料４ページの５.(２)物忘れ相談について、相談により受診につながっ

たのか。

事務局）今年度受診につながった方はいなかった。ご自分から相談に来られる方は

基本的に認知機能の低下がみられない方が多い。なかには点数や言動が気に

なる方もいるが、その場合には半年後に再度プログラムを実施するなど継続

的なフォローを行っている。

委 員）資料３ページの４.(５)生活支援体制整備事業について、生活支援コーデ

ィネーターは現状の１人体制で非常に多くの活動を行っているが、支え合い

の仕組みづくりを進めていくためには、もっと増員するなどして体制強化が

必要なのではないか。

また、資料５ページの６.(３)ＳＯＳネットワークシステムについて、例

えば、北見で車などにより遠方に行かれていたケースでは、警察との連携に

よりナンバーなどの情報が共有され、警察による巡回パトロールということ

でも対応がなされていたようだが、ネットワークシステム未登録者の場合な

どはどう扱われるのか。

事務局）生活支援体制整備事業については、現在、大変重要な事業として取り組ん

でいるところであり、今後、生活支援コーディネーター１人での対応という

ことではなく、地域包括支援センター職員がそれぞれの地区を担当する地区

担当制との連携などにより進めてまいりたいと考えている。

委 員）次年度において増員のための予算計上は難しいということか。

事務局）この事業に係る予算は、皆様から納めていただいている介護保険料が財源

となっており、この事業の予算を増やすということはその分何かを削るとい

うことにもつながる。限られた財源のなか全てにおいて十分行き届くという

ことは難しいかもしれないが、前向きに考えてまいりたいと思う。

委 員）予算もさることながら、生活支援コーディネーターとして適当な人材がい

ないということもあるのでは。

事務局）確かに通常の職と比べ、資質が要求される性質の職である。現在の担当者

も以前にいろいろな団体活動をされてきた方であり、そういったノウハウを

見込んで採用させていただいている。

事務局）次にＳＯＳネットワークシステムについては、登録をしていない方は警察

に相談される場合が多いため、警察から市に連絡が来ることとなるが、その

場合には我々がご家族にＳＯＳネットワークシステムの説明をさせていただ

き、広域的な捜索の同意をいただいた上で、登録者と同じような捜索につな

げるようにしている。その際にはご本人の写真や車のナンバーなどご家族か

ら情報提供のあったものを関係者間で情報共有して捜索にあたっている。ま

た、居宅介護支援事業所など関係者の皆さんに積極的なご協力をいただき、

そもそもそういったことが起こる前にちょっと心配だなと思われる方につい

ては、ＳＯＳネットワークシステムに登録していただくよう努めている。

委 員）登録されている情報はどのようなものか。
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事務局）お名前、住所、生年月日のほか、顔写真、全身写真、服装、過去にいなく

なったことがあればその際の発見場所、よく立ち寄る場所やご本人が行きた

いと言っていた場所など、様々な情報である。そういった情報を警察と共有

している。

委 員）地域包括支援センターの活動全般について、上半期を終え担当者として何

か感じていることがあれば伺いたい。

事務局）様々な事業において反省すべき点を感じているが、例えば、生活支援体制

整備事業については、地域に出向きお話を伺えば伺うほど次々と新たな広が

りが生まれてくることから、想像以上に生活支援コーディネーターの負担が

大きいものとなってきている。先ほどご意見をいただいたように地域包括支

援センター全体でバックアップする体制を整え事業を進めていきたいと感じ

ている。

委 員）地域包括支援センターとして非常にたくさんの事業を実施しており、大変

一生懸命に取り組まれていると思うが、次々と新たな事業が生じてくるなか

で、今取り組んでいる事業を継続していくためには、例えば、いきいき百歳

体操サポーターのように、地域包括支援センターだけがよりたくさん取り組

むということではなく、代わりに協力していただくような仕組みも大切だと

感じる。いきいき百歳体操教室はその仕組みができたからこそ多くの会場で

実施することが可能となっている。そのような仕組みを作り、重要な事業に

ポイントをしぼって効率的に進めていくというような、頑張りすぎない工夫

も大切ではないかと思う。

(２) 平成29年度高齢者実態調査結果報告について

事務局）資料に基づき説明を行った。

委 員）平成25年度から対象者を拡大し、昨年度で全ての対象者を回り終えたとの

ことだが、今後も前回訪問調査を行った世帯も含めて順次75歳以上の全世帯

を調査されるのか。

事務局）全ての世帯への調査を順次実施していく方針である。

委 員）調査の結果、地域による差は出ているのか。

事務局）地域によりその人数も大きく異なるため、地域ごとの詳しい分析はできて

いない。

(３) 平成30年４月～９月認知症初期集中支援チーム活動報告について

事務局）資料に基づき説明を行った。

委 員）事例検討を行った６名は全て認知症という診断が出ているのか。

事務局）診断の出ている方もいるが、受診に至っておらず診断されていない方もい

る。

委 員）チームのなかで検討を行った結果としては６名とも認知症と位置付けられ

ているのか。

事務局）チームでの検討の結果としては皆さん認知症の疑いがあると位置付けられ
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ている。

委 員）認知症の相談というのは増えているのか。

事務局）増えている。今後も健康づくり課とも連携し、対応を検討していきたい。

４ その他

・次回会議日程について、平成31年５月頃の開催を予定することとし、会長に一任

する旨を確認した。

５ 閉 会

会議資料 資料 第２回滝川市地域包括支援センター運営協議会次第・議案資料


